　青山荘　　フェイスシート

　　　　　平成23年　8月　1日（月）　担当：中岫かなえ

	入　所　者
	氏　名　　松倉　健一　　　様　　　　　男・女　　　　昭和44年　3月6日生（42歳）

	
	住　所　〒039-1101　　八戸市大字尻内町字メドツ河原7　電話0178-27-1188

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　なし

	
	発症時期
	Ｈ5年頃　（24 歳時）
	罹 患 期 間
	約18年

	
	入院回数
	　　　3回　　
	延べ入院年数
	　　　　１年1ヶ月　

	医療機関
	八戸赤十字病病院（主治医　吉田智之Dr　）
	外来受診日
	月曜日（1回 / 2週）

	医療区分
	国民健康保険

（家族）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	2,500円

→5,000円
	有・無（2級）

	経済状況
	障害基礎年金２級（月額　約65,000円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	　未申請
	負担上限月額
	
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	青山荘

	住まいの場
	青山荘入所中

	入所年月日
	Ｈ22年　5月　17日
	身長
	178cm
	体重
	77.5kg

→69.65kg

	最終学歴
	高校卒業（八戸工業大学土木科中退）
	免許・資格
	特になし

	職　歴
	新聞配達、寿司の宅配、レストランウェイターのアルバイト（数ヶ月単位）
	

	保　護　者
	氏　　名　　松倉　ヤサ　　　　様　　　　　　　続柄　　母　　（同居・否）

	入所目的

自宅生活において、家族の援助を必要とせずに安定した生活を営むための基本的な生活技術の習得。

	入院・治療歴

期　　間　　　　　　　　　　　　　　入院・通院　　　　医療機関名　　　　　

１　平成5年10月13日　　　　　　　　　　　　　　初診　　　　　　八戸赤十字病院

２　平成5年10月18日～平成6年2月26日　　  　 入院（任意）　　八戸赤十字病院

３　平成6年3月　　　～平成12年4月18日　　 　 通院　　　　    八戸赤十字病院

４　平成12年5月     ～平成13年3月6日　　 　  治療中断　　　　八戸赤十字病院　　　　　

５　平成13年3月7日 ～平成13年3月15日　　 　 通院　　　　    八戸赤十字病院

６　平成13年3月16日～平成13年6月16日　　　　入院（任意）　　八戸赤十字病院

７　平成13年6月27日～平成20年6月2日　　　 　通院　　　　　 八戸赤十字病院

８　平成20年7月　　～平成21年11月8日　　　 　治療中断　　　 八戸赤十字病院

９　平成21年11月9日　　　　　　　　　　　　　　通院　　　　　 八戸赤十字病院

10　平成21年11月10日～平成22年5月16日　　　　入院（任意） 八戸赤十字病院

	

	生活歴

八戸市尻内町で3人兄弟の長男（第3子）として出生。三条小学校、三条中学校、南高校卒業。子どもの頃から内向的でおとなしい性格であったが、友人との交流はあった。成績は中程度。昭和６２年４月、父様の勧めもあり八戸工業大学土木科に進学したが、希望した大学ではないという理由で、大学2年の時に中退した。その後上京し、新聞配達を行いながら予備校へ1年通学したが、結局どこも受験せず平成２年３月に帰省している。
帰省後は、就職活動は行わず父の作業場（大工）や実家の畑仕事を手伝っていた。飲食店のウェイターや寿司宅配サービス等、求人雑誌から募集を見つけて就職（アルバイト）していたこともあったが（詳細時期は不明）、会社で働くよりも、屋外で体を動かす仕事のほうが自分には合っているとのことで、以後、家業の手伝いに専念していた。平成３年頃仕事中に機械で右手小指を切断。その後就労意欲減少し、父が作業場に連れて行っても途中で帰宅することが多かった。
平成３年頃から外出しなくなり、家族とも会話しなくなった。その後、壁に向かって話をするなど幻覚妄想状態となる。平成５年５月には外出することなく1ヵ月間自宅に閉じこもり、時折失禁することもあった。両親に付き添われ平成５年１０月１３日、八戸赤十字病院初回受診し平成５年１０月１８日～平成６年２月２６日まで入院となる。入院時は自閉的で時々空笑あり、肩が凝ると歯磨き粉を塗るなど奇異行動も見られていた。身の回りのことができず、ベットの周りは乱雑で衣服の汚れも目立っていた。服薬調整で一時的に睡眠が取れなくなるが、副作用症状が出なくなった頃には表情も明るくなり、本人希望により3回目の外泊後、退院となる。退院後は２週間に1回の外来受診を継続し、服薬しながら大工仕事も続けていたが、Ｈ12年5月から通院中断している。

家の手伝いもしなくなり、テレビを観るか喫煙のみで食事摂取はせず、空腹時にはスーパーへおやつを買いに行くという生活を送っていた。家族に対して「うるさい」と怒鳴ることもあった。トイレットペーパーを噛みながら歩行するなど幻聴、妄想に左右された奇異行動あり、平成13年3月から平成13年6月まで2回目の入院となる。Ｈ６年２月退院後は月１回の外来受診を継続していたが、平成20年7月から自己判断で通院中断している。

平成21年春頃から、バケツを持って歩き回るなどの奇異な行動や独語があり、平成22年11月9日父に連れられて来院するも受診拒否し、翌11月10日受診、3回目の入院となる。入院加療にて状態安定し、自宅への退院を検討するが、母の体調不良や父の入院により受け入れ困難となり、青山荘入所を希望。施設での受け入れ体制が整い、平成22年5月17日青山荘入所となる。

	家族構成


　　　　　　　　　　和枝（47）埼玉県在住

父（77）施設入居中

和枝（46）埼玉県在住


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　

                     　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

母（70）　　　　　　　　　　本人（42）

　　　　　　　　　　 　　　　　　


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

両親と３人暮らしだが、父は作業小屋で一酸化中毒となり、八戸西病院へ入院後、現在は介護老人保健施設はくじゅへ入居中（現在要介護５）。

母も夫の入院から、心労により体調面に不安がある。自宅で健一様の面倒を見ることには自信がないと話す。

姉（大久保哲子様）が自宅近所に住んでいる。色々な手続きなどの援助をしてくれており、協力的。


	これまでの経過　

	【前回の問題点】

（１）日中活動について（生活リズムの確立、活動範囲の拡大、対人交流機会）

（２）ＡＤＬの維持、向上（陰性症状による能力低下が見られる）

　これまではデイケアへの通所や青山荘での過ごし方（荘内の一日の流れに沿った過ごし方）に慣れ、最低限の生活リズムを確立することに重点を置き、支援を行ってきた。入所から１年３ヶ月経過したことを受けて、今後は日中活動の充実をキーワードとし、生活リズムの基盤を強化しつつも、退所後の生活を想定した具体的な方法としての支援を展開していく。

【①日中活動】

現在デイケアへは週に２回通所しており、ほとんど欠席なく出席することが出来ているが、「退所したらデイケアへは通わないつもりだった」と話されているため、デイケアへ通所することへの目的意識が低いと判断できる。デイケア利用日以外は、荘内の時間割に則って、掃除、洗濯、入浴、歯科受診を、余暇はテレビ鑑賞、ウォーキングをして過ごしている。自分なりのスケジュールを立てて行動しているが、それ以外は自室に引きこもっていることが多い。個別プログラムは特に実施されていない。

【②金銭管理】

　現在小遣いは月１万円に設定されており、１０日ごとに小分けして本人に手渡している。小遣い帳をつけているが、レシートから算出した支出と手持ち残金が会わないことが多く、本人も把握していないため、金銭の自己管理には至っていない。小遣いの使途についてはおやつやフルーツ、ジュース、インスタントコーヒー等を購入している。食品のほかにも、衣服やサンダル、ジーンズなどの被服に対する購入欲求があり、現在の小遣いの金額について本人は少ないと感じているとのこと。

【③服薬管理】

　今年６月より、服薬管理が服薬チェック手帳を用いて本人が管理している。当初は服薬ボードを自己管理することに対して不安を表明していたが、現在も忘薬なく服薬できている。夕食後から就床前薬服用までの時間がつらく、服用するまでが疲れてしまうとのこと。現在問題なく服薬できていることを伝え、服薬チェック手帳方式を開始してから３ヶ月経過した時点で改めて振り返りを行うこととしている。

【④整理整頓】

　自室の掃除については、本人によると「自分なりにではあるが定期的に行っている」とのこと。自発的に自室の環境整備を行えていることを評価できる。しかし、以前職員の介入を要したような状況になりつつある箇所（押入れなど）もあると本人も感じているため、定期的な点検と適宜介入を行っていくことが必要だと判断される。

【⑤その他】

　７/２９、施設の新体系以降に関する家族面談に姉様が来られており、本人の今後の支援ほ方針を含めた話し合いを、本人も同席の上で行っている。今後は退所後の自宅での生活を想定した具体的な支援として、定期的な外出・外泊を実施したり、自宅へ向かうのにバス利用の訓練を行ったりすることを職員より提案し、姉様は了承している。家族の希望としては、地本人が自宅に引きこもらず、何らかの日中活動を本人が単独で行えるようになることとのこと。退所後のデイケアへの通所継続の支援とともに、在所中より自宅からデイケアへ通所する訓練も盛り込んでいくことで姉様も同意している。外出訓練は盆明けから実施することとする。

	氏　名
	　松倉　健一様
	男・女
	生年月日
	　昭和44年　3月　6日（42歳）

	長期・短期目標

	長期目標：単独で身の回りのことができるよう基本的生活技術を習得し、自宅への退所を目指す。

短期目標：日中活動を充実させ、活動領域の拡大を図るため、必要な基本スキルを点検し、スキル習得のための適切な情報収集を習慣化する。


平成　23年 8月 1日（月）

※2週間に1回、面談の機会を設け、日ごろの支援・訓練について定期的に振り返る。

	支援項目
	介入方法
	支援期間

	1 日中活動について

・デイケア利用の目的意識の獲得

・自宅への定期的な外出泊の実施

・デイケア以外の日中の過ごし方

　　→活動領域の拡大
	・本人が目的意識を持ってデイケアを利用することができるよう、通所の目的や効果について定期面談で振り返りを行う。

・家で遂行する課題を設定し、自宅へ定期的に外出を行う。課題については、本人と家族双方に聞き取りを行い、設定する。

・バスを利用して、自宅への外出を行う。慣れるまでは職員が同行する。

（バス利用訓練として：欲しいものは自分で（徒歩やバスを利用して）買いに行く。慣れるまでは適宜職員が同行する。）

・外出は2週間に1回実施する。慣れてきたら、頻度を増やしたり外泊の実施も検討する。

・荘内での個別プログラムをいくつかのパターンを提示し、週間スケジュールを作成する。デイケア利用日以外の青山荘での過ごし方を見直す。


	3ヶ月

	2 金銭管理
	・小遣いとは別予算で被服費を設け、小遣いとの用途の差別化を図る。

・レシートを保管し、支出の合計金額を本人自身が把握する。
	3ヶ月

	3 服薬の自己管理
	・服薬チェック手帳を継続使用し、自己管理に向けてステップアップのための地固めを行う。服薬の状況について定期的に振り返る。

・薬の必要性について、本人がどのように感じているのか定期的に話し合い、随時服薬の重要性について説明を行う。
	2ヶ月

	4 部屋の整理・整頓
	・定期的に職員が訪室し、整理整頓の状況を確認する。不十分な点については、本人の意図を把握した上で、適宜介入を行う。
	随時





哲子（46）



































